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一

五
二

五

年
･

プ
ロ

イ
セ

ン

の

農
民

一

揆

阿

部

謹

也

-

西

南
ド

イ
ツ

を

中
心
に

し
て

荒
れ

狂
っ

た

大
ド

イ

ツ

農
民
戦
争
の

血

と

泥
の

匂
が

ま

だ

消
え
や

ら
ぬ

頃
､

一

五

二

五

年
九
月
三

日
に

は

る
か

離
れ

た

北
東
プ
ロ

イ
セ

ン

に

《

苦
も

な
く

鎮
圧
さ

れ

た

弱
々

し
い

臥

配
》

盛

っ

た
｡

し

か

し
こ

の

表
は

東
ド

イ
ツ

に

起
っ

た

唯
一

の

大
規
頒

竺
揆

で

あ

る

ば

か

り

で

な

く
､

十
七

･

八

世
紀
に

至
る

迄
頻
発
し

た
一

揆
の

先

駆
で

あ

り
､

形
成
さ

れ
つ

つ

あ

る

ダ
ー

ツ
ヘ

ル

シ

ャ

フ

ト

に

対
す
る

農
民

ま

り

で

あ
っ

た
｡

従
っ

て

例
え

《

弱
々

し
い

反
響
》

の

よ

し
て

も

東
ド

イ

ツ

で

は

極
め

て

大
き

な

意
味
を

も
っ

て

お

の

帰
趨
が

プ
ロ

イ
セ

ン

に

お

け
る

農
民
の

運

命
を

決
定
し

も

過
言
で

は

な
い

｡

そ

の

う
え

､

こ

れ

が

単
に

西
ド

イ

ツ

で

は

な

く
､

そ
れ

自
体
の

歴
史
的
原
因
を

も
っ

て

い

た
こ

あ

る
｡

一

揆
の

全

貌
を

伝
え

､

そ
の

原
因
を

究
明
す
る
こ

こ

の

よ

う
な

小

柄
の

果
せ

る
こ

と
で

は

な
い

｡

私
は

以

下

の

轟
過
に

虚

け
る

最
長
の

働
き
の

鳶
濁
を

過
し
て
+

プ
■ヤ

糸

t
｢

?

ふ

j

→

軒

イ
セ

ン

史
に

お

け
る

一

五
二

五

年
の

意
味
を

探
る

手
が
か

り
を

得
よ

う
と

田
J

P
つ

｡

(

1
)

日
日
的
e
-

畝
-

句
.

野
←

1

G
e

∽

O

E

旨
t

e

計
1

宅
e

畠
ど
口

ど
P

出
p

仁
e
→

H
r

出
e

叶
-
-

ロ

ー

設
山
.

の
.

い

か

¢

(

2
)

守
呂
♪

G
.

D
e

H

■
計
ま
琶

訂
出

賀
e

⊇
打
訂
甲

-

巴
00

･

S
･

N

声

望
日
日
e

→

ヨ
㌍
ロ

ロ
.

D
e

→

g

3

官
血

訂

已
岩
訂
出
P

声
2

1

ロ

村
ユ
e

g
･

P

ヨ
い

祐
一

C
P

誌
訂
n

-

ヮ

｢

U
e

→

せ
p

さ
e

岩
村

ユ
e

的

ど

○
ひ

古
記

+

邑
e

n

(

H

邑
e

召
巳
-

○

ロ

巴

河
e

5 .

e

弓
f

O

:
耶

0
0
-

巴

E
払
t

0

3
ノ

P
e

E
e

ロ
ー

空
い

)

や

合
や

(

3
)

重

富
0

も
.

ロ
¢
り

せ

害
2

言

芸
訂
t

賀
P

-

ロ

守
富
野
P

日
夏

題

-

¢
い

い
ー

恥
.

笥
二

十
五

世
紀
初
頭
迄
の

プ
ロ

イ
セ

ン

農
民
層
に

つ

い

て

語
る

こ

と

は

難
し

い
｡

そ
こ

に

は

極
め
て

多
様
な

階
層
が

人

種
的
に

混

在
し
て

い

た
ば

か

り

で

な

く
､

諸

階
層
間
の

移
行
す
ら

行
な
わ

れ

て

い

た

か

ら

で

あ

る
｡

(

マ

グ

デ

ブ
ル

グ

簸
で

封
地
を

得
た

く
¢

邑
岩.
ロ
S

訂
血

訂
-

に

は

農
民

､

市
民

出
身

の

者
も

多
か

っ

た
)

｡

(

2
)

怒
糾
ケ
ル

マ

ー
｡

し

か

し

強
い

て

分
け
れ

ば

次
の

よ

う
に

大
別

出
来

ク
ル

ム

法
で

土

地
を

受
け
た

古
く
か

ら

の

義
貞
で

､

)

ご

く

僅
か

の

貫
租
を

払
っ

た
｡

仲

空
t

t

e

→

マ

グ

デ
ブ

ル

グ

法
で

封
を

受

)

け
た

貴
族
の

前
身

｡

出

プ
ロ

イ
セ

ン

自
由
民

｡

ご

く

僅
か

の

貢
租
を

払
い

(

)

偲

と

ん

ど

貴
族
と

等
し
い

｡

.

Ⅳ

S
O

ぎ
言

e

→

訂

訂
喜

三
刀

全
に

自
由
を

失

(

っ

て

い

た

わ

け
で

は

な
い

が
､

不

定
量
の

賦
役

義

務
を

負
う

｡

M
N

旨
甲

雷
電
ナ

十
三

世
髭
浅
か

ら

村
ご

と
に

満
点

し

た

ド

イ

ツ

農
展

｡

風
役
ほ

j β7



建
設
す
る
こ

と

が

出
来
た

｡

こ

の

国
家
で

は
､

当
時
都
市
に

お
い

で

小

温

浴

.

?
U

模
に

し

か

実
現
し

て

お

ら

ず
､

領
邦
に

お

い
.

て

は

宗
教
改
革
の

か

な

り

後

(

6
)

に

な
っ

て

や
っ

と

実
現
し

た

諸
理

念
が

現
実
化
し

て

い

た

の

で

あ

る
》

｡

分
附

鵜

稲
川

絹
鎚
糀

鮒
如
=

㍍
那
醐

門
川
…

醐
…
絹
州

㌍
靴
…

〓
…

…

㌶
㍑
醐
帥
…

如

㍑
…

加

配
硝
m

鞘
絹

る

修
道
会
の

軍

事
力
に

あ
る

こ

と
は

言
う
迄
も

な
い

が
､

決
定
的
な
の

は

そ
の

経

済
的
基
盤
の

特
殊
な

構
造
で

あ
る

｡

十
五

世
紀
初
頭
迄
騎
士
修
道

会
の

経

済
構
造
は

貴
族

､

都
市
の

そ

れ

と

は

質
的
に

も

量
的
に

も

か

な

り

異
な
つ

て

い

た
り

全
土
の

○

訂

邑
g
e

已
辞

2
e

l

と

し

て

莫
大
な

貢
粗
を

得
て

い

た

ば
か

り
か

､

ほ
と

ん

ど
あ

ら

ゆ
る
ハ

ン

ド

フ
ェ

ス

テ
に

お
い

て

一
プ
｡

イ
セ

ン

に

数
多
い

湖
で

の

漁
獲
権

､

水
車
専
用
権

､

森
林

･

(

堰
通
･

絹
一

(

㌍
川

畑
い

州

㍑
朗

報
帥
如

鰐
詣
鵬
机
郎
抑

如

㍍

多
量
で

あ
っ

た
こ

と
､

現
拍

､

塩
の

独
占
と

並

ん

で

フ

ラ
ン

ド
ル

､

イ

ギ

リ
ス

と
大
々

的
に

穀
物
交
易
を

営
ん

で

い

た
こ

と
､

全
土

に

産
業

､

商
業

(

1 1
)

上
の

規
制
を

加
え

得
た

こ

と
､

こ

れ

ら

を

実
際
に

行

使
し

た
の

が

本
来
は

修
道
僧
と

し
て

の

団
員
で

あ
っ

た

こ

と
｢

従
っ

て

貴
族
は

宮
廷
出
仕
の

必

.
要
が

な

く
､

あ

ら

ゆ
る

行
政
並

び

に

そ

こ

か

ら

生

ず
る

収
入
か

ら

排
除
さ

れ
､

農
業
経
営
以

外
に

生

計
の

道
を

立

て

る

こ

と

が

出

来
な

か

っ

た

こ

と
｡

十
五

世
紀
初
頭
に

至
る

迄
騎
士

修
道
会
国

家
を

小

農
民
を

支
柱
と

し

(

12

)

た

《

シ

ュ

テ
ン

デ

的
特
権
の

な
い

唯
一

の

ラ
ン

ト
》

た

ら

し

め
て

い

た

の

は
､

こ

の

よ

う
な
ラ

ン

デ
ス

ヘ

∨
ル

の

特
異
な

強

さ

に

よ

る

も

の

で

あ
っ

ふ

ノ

モ

ー

虹
▼

..

…

卜
■

■
付

卜



⊥
rTノ出

Y

ー

㌔

さ
:･且
1

.

｡
㍗

ふ

+
■7

た
中

と
こ

ろ

が
一

四
一

〇
年
か

ら

十
五

世
紀
末
に

至
る

迄
連
続
し

て

起
っ

■
た

戦
争

､

ペ

ス

ト
､

不

作
等
に

よ
っ

て

こ

の

強
固
な

支
配
も

根
底
か

ら

揺
り

動
か

さ

れ

た
｡

ポ

ー

ラ
ン

ド
､

リ

タ

ウ
エ

.
ン

､

北
方
諸
国
等
の

勃
興
し
っ

つ

あ
る

国
民

国
家
に

囲
ま

れ
､

一

応
形
だ

け

は

統
一

《

国
家
》

で

あ

る

か

に

見
え
る

修
道
会
国
家
の

中
世
的
性
格
が

露
呈

さ

れ

る

と
､

ヘ

ル

シ

ャ

フ

ト
の

対

象
と

し
て

し
か

存
在
し
て

い

な

か

っ

た

土

着
諸

勢
力
が

自
己
主
張

を

は

じ

め

た
｡

こ

の

よ

う
な

対

内
･

外
政
治
情
勢
の

影
響
の

下
､

出
費
の

増
大
の

為
に

修
道
会
は

直
営
地

や

公
権
を

傭
兵
隊
長
や

貴
族
に

譲
渡
し

は

じ

め
､

か
つ

て

は

行
政
か

ら

全
く

排

除
さ

れ
･
て

い

た

私
領
主
達
が

封
鎖
的

所
領
を

形
成
し

､

ラ

ン

ト

市
政
に

発

言

権
を

高
め

る

に

至
っ

た
の

で

あ

る
｡

ユ

ン

カ

1

史
に

そ
の

名
を

留
め

て

い

る

召
ロ

S
O

E
訂

訂
n

】

召
ロ

ゴ
W

t
t

呂
-

吉
日

の

喜
ユ

弓
t

}

吉
日

弓
e

g
e

J

召
n

F

穿
e

n

な

ど

は

皆

こ

の

時
期
に

生

れ

た
｡

そ

し
て

そ

の

こ

と

の

政
治
的
表
現
が

十
五

世
紀
か

ら

繰
り

返
し

開
か

れ

た
シ

ュ

テ
ン

デ
タ
ー

ク
で

あ
る

こ

と

は

言
う
ま

で

も

(

l B

)

な
い

｡

ラ

ン

デ
ス

ヘ

ル

の

弱
体
化
は

､

ま

ず
何
よ

り

も

そ
の

直
営
地
の

減
少
に

み

ら

れ
る

｡

一

四

〇
〇
年
頃
に

は
一

七

五

(

ぎ
e

葛
e

且

又

は

二

八

四

(

宅
e

訂
ユ

カ

所
と

数
え

ら

れ

た

直
営
地
で

､

す
で

に
一

四
一

九

年
に

は

全

フ

ー

フ
エ

の

二
一

パ

ー

セ

ン

ト
が

荒
廃
し

､

人
口

も

七

十
三

万

人

か

ら
､

(

1 4
)

一

四

三

三

年
に

は

半
数

､

一

四

六

六

年
に

は

四

分
の

一

に

減
少
し

た
｡

こ

…

帥

那
絹
細
川

抑

パ
…
…

机

㍍
㌶
㌶
如
絹
川
畑

誠
ポ

許
に

あ

る

土
地
ム
ロ

帳
を

管
見
し
た

だ

け

で

も
一

四
一

〇
年
代
か

ら
三

〇
年

`

L
…

′

-

血

†

■

+

代
の

阻
に

す
で

に

大
き

な

変
化
が

起
っ

て

い

る

こ

と

が

解

る
｡

曽
r

臣
巴

で

は
こ

の

廿

年

間
に

一

〇
七

一

フ

ー

フ

エ

か

ら

四

二

三

フ

ー

フ
エ

ヘ

､

○
ひ

t
e

3

計

で

は

五
二

三

仏
か

ら

四

六

九
へ

､

招
-

P

弓

で
久

ヱ
ハ

九
三

か

ら

(

1 6

)

五

八

八

仏
へ

減
少
し

て

い

る
｡

残
念
な
こ

と
に

は

十
五

世
紀
後
半

､

一

揆

直
前
に

つ

い

て

は

土

地

所
有
の

関
係
や

荒
廃
庭
を

知
る

の

に

都
合
の

よ

い

史
料
は

今
の

と
こ

ろ

印
刷
さ

れ

て

い

な
い

｡

し

か

し
こ

の

世
紀
の

後
半
も

激
し
い

衰
退
期
で

あ
っ

た

こ

ど

は

周
知
の

事
実
で

あ

る

か

ら

以

上
の

変
化

が

更
に

進
ん

だ

と

考
え
て

よ

い

だ

ろ

う
｡

貨
幣
価
値
の

下

落
は

ま
さ

に

そ

の

こ

と

を

裏
書
き

し

て

い

る
｡

一

四
五

〇
年
以

後
鋳
造
さ

れ

た

貨
幣
の

銀

含
有
量
は

､

一

四

世
紀
の

六
･

四

四
R

M

に

対

し
､

二
･

六

〇
､

一

･

八

(

1 7

)

八
､

丁
八
〇

､

一

･

五
二

と

減
少
し
て

い

る
ぺ

そ

し
て

こ

れ

ら
の

事
実
の

裏
面
は

､

多
く
の

直

属
農

民

が

私

領

主
の

β

邑
e

ユ
P
ロ

と

な

り
､

人
口

減
少
と

い

う
時
代
の

圧
力
の

下
土

地
に

緊
縛

さ

れ

て

ゆ

く
こ

と

を

意
味
し
て

い

る
｡

す
で

に

十
五

世
紀
初

頭
以

来
プ

ロ

(

1 8
)

イ
セ

ン

人
は

都
市
へ

の

逃
亡
を

禁
じ

ら
れ

､

一

四

二

〇
年
の

規
定
で

は

領

主
の

認
め

な

い

逃
亡
農
民

は

他
処
で

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

こ

と

に

な
っ

て

い

る
｡

更
に

一

四

二

七

年
に

修
道
会
は
そ

の

哲
P

ヨ
t

e

に

過
度
の

賦
役
徴

収
を

禁
じ

た
｡

こ

の

よ

う
に

し

て

十
五

世
紀
以

来
絶
え

ず
繰
り

返
さ

れ

て

い

る

農
民
の

苦
情
の

増
加
は

､

そ

の

地

位
の

悪
化
を

反
映
し
て

い

る

の

で

(

19
)

あ

る
｡

(

l
)

W
e

訂
e

}

p
.

P

〇
.

-

P

い

声

→
仁

邑
①

→
-

芦

U
e

→

d
e

仁
t

岩

ど

○

邑
e

n
-

日

弓
e

見
r

e

n

∵

宅
P
O

F

琵
日

日

ロ
a

+

ヨ
1

打
e
-
-
.

要
､

訂
n

-

ま
山

･

功
一

ヰ

ひ

○

托
一

O
V

C
p

誌
訂
ロ

ー

句
一

｢

→
F
e

O
ユ
的

旨
切

○
什

勺

2
巴
P

O

已
O

a
､

-

沢
山

-

郎



四

匂

や

仇

吟

1
心

づ
一

一

(

2
)

H
{

旨
P
t

功

臣
∵

+

芦

め

莞
-
-

e
日

昌
→

G
e

汚
E
O

E
e

計
仇

ロ
0

苧

t

琶
F
e

日

○

邑
e

ロ
Ⅵ
.

G

告
t

ど
的
e

ロ

ー

諾
い

忘
払
.

哲
い

-
ロ
.

(

3
)

C
p

誘
訂
P

O
ユ
g

ぎ

や

記
.

W
e
-

等
-

P

P

〇
.

〉

P

-

∞

声

(

4
∴

)

吋

蒜
仁

空
中
F
e

∽

q
サ
打

亡

n

計
n

♂
声
O

F

田
P

H
-

H
.

-
.

N
.

田
d
.

H

く
.

官

記
甲

く
･

H
e

F

戸

内
O
e

勺

p
e

n
.

甘
p
O

E
ヨ
･

H
仁

F
p
t

岩
F

河
e

笥
S
t

P

E
∽

t

O

ユ
○

?
空
色
○

ヨ
P
t
-

O

P

O

a
-

β
訂

∽
.

呂
p

ユ

器

集

→
F
e

已
0

2 .

〇

〇

2
H

P

勺
p

詔
H

H
.

声
e

的
e

の
t

p

守
-

ま
ー

e

牡
○

ヨ
ー

ヨ

所

載

の

C
p

ユ
P
e

冒
p

日
日
か

コ
ロ
p
t

p
e

を

参
照

｡

(

5
)

.

H
e
i

日
匂
e
-

､

H
･

ロ
P
切

弓
e

切

e

ロ

d

訂
d
e

巨
岩
F
望
P

S

思
r

t
H

已
t
t

e

ナ

ナ

巴
t

罵
P

U
e

H

呂
e

β
∽

P

F

計

器
訂
e

→

G
e

g
e

ロ

弓

宅
t

.

G
賢
叶

旨
g
e

ロ

ー

¢
h

∞

P

-

N

や
.

(

6
)

G
-

e
す

打
e

-

○
-

D

監

d
e

ま
冒
F
O

G
e

ロ
○

琵
e

■日
払

O

F

已
t

胃
琵
F
t

.

H
.

野

中
い

ー
.

(

7
)

C
P

諾
訂
ロ

)

句
･

｢
-

→

訂
ユ

琵
○
巾

t

F
O

-

さ
日

付
e
一

声

H
β

叫
-

-

町

F

H
-

m

t

O

ユ
○

已

河
e

5 .

e

弓
-

諾
戸

C
P

記
t

e

2

0

ユ
g

亡

P

匂

p
･

告
-
β

●

(

8
)

勺
e

ユ
す
p

已
F

Y

]

芦

D
訂

S
t

巴
已
e

日

d
e

の

ウ
e

已
芸
F
e

ロ

○
]

己
①

ロ
の

}

H
H

已
-

e

-

∞

¢

や

幹

や

○

鞄
.

(

9.
)

内
訂
O

F
､

戸

口
P
∽

民
声

E
e

ロ

蒜
g

巴
n

訂
依

O
e

ま
琶
F
e

日

O

a
e

日
払

(

N
S

声
G

念
)

-

¢

N

∞
.

∽
.

-

∞

い

声

､

(

10
)

W
賢
E
e
→

,

ロ

H
.

〇

賢
勺

富
戸

哲
也

已
F

e

U
O

日
掛

ロ
e

ロ
く
○
→

弓
e

叶

打
e

-

日
-

P

ロ

β
P

-

叫
.

1

P

F
ユ
F

ロ

n
d
e

り
t

.

要
1

守
吐
丁

年
r

g

-

況
∞

P

¢

(

1 1
)

.
S
せ

P
ロ

g
①

ロ

訂
→
粥

.

→
e

ヨ
一

汁

○

ユ

巴
弓

-

果
払

O

F

監
t

仁
日

中

S
t

p

賢
･

司
-

ユ
∽

9 .

了

見
t

.

-

諾
N

戸

笥
.

(

1 2
)

H
免
許
匂

阜

H
-

日

昌
富
O

E
中

ロ

巳
日

葛
賢
寛
e

日

巨

富
巴

巴
t

O

'

甲

-

い

○

(

13
)

+

弓
e
-

琵
-

田

口
p
り

要
1

i

計
諾
t

P

β
血

訂
【

窒
ぎ

i

日
○

邑
e

β
S
-

野

口

計

守
e

畠
e

ロ

亡
n

P

d

監
H

已
什

邑
巴
t

e
･

邑
O

F
O

尚

琵
○

思
･

G
賢
-
-

β
g
e

臼

-

¢

u

汁

P
か

一

拍
.

(

1 4
)

W
軒
O

F
t

e

→
.

P

P

〇
.

､

¢
.

-

沖

(

"

ご

弓
賢
F
t

¢
→
･

P

P

〇
･

-

芦
-

N

-
N

p

C
p

訃
t

e

や

9
昏
日

宇

-

O

N
.

(

16
)

ロ
P
の

的

3
日

e

N

F
町

b

∈
U

F

か
0

払

年
0

巨
岩
F
e

ロ

声
-

t

訂

冒
a
e

ロ

P

F

謡
g
一

ヂ

吋
◆

P

→

E
巴
e

P

芦

忘
1
-

○

♪

-

-

-
記

-

-

-

1
3
.

(

1 7
)

W
悪
O

E
ロ
班

打
-

-

申

D
訂

呂
中
ロ
N

占
･

邑

W
軒
F

2
n

粥

眉
○
-

E
打

d
e
∽

m

訂

巨
岩
F
e

ロ

O

a
O
ロ
研
.

G

告
t

ど
的
e

n

-

誤
N

.

ひ
.

N

い

ひ

(

1 8
)

C
P

諾
t

e

P

O
ユ
g

-

β
●

や

ー

○
串

(

1 9
)

C

巴
+

賢
e

日
-

○
ユ
g

ぎ
せ
甲

岩
-

-
-

-

か

三

さ

て
､

一

五

二

五

年
九
月
に

ザ
ム

ラ
ン

ド

な

ど
三

力

廟
で
一

揆
の

狼
煙

を

あ

げ
た

農
民
達
は

､

三

せ
代
に

わ

た

る
こ

の

よ

う
な

社
会
的
変
動
の

経

験
を

も
っ

て

い

た

筈
で

あ

る
｡

彼

等
の

動
き

を

探
る

前
に

私
達
は

ま

ず
こ

の

地

方
の

特
殊
性
に

目
を

向
け

■
な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

ま

ず
最
初
に

目
に

･
つ

く
の

は
､

一

四

六

六

年
以

来
こ

の

国
家
は
ワ

イ
ク

ゼ

ル

を

失
な
い

､

ケ

ー

ニ

ヒ

ス

ペ

ル

ク

以

外
に

大
都
市
が

な
か
っ

た

こ

と

で

あ

ろ

う
｡

し

か

も

(

1
)

一

四
一

〇

年
以

後
農

民
の

土
地

緊
縛
令
を
め

ぐ
っ

て

ラ
ン

ト

タ
ー

タ

で

領

主
と

争
い

､

最
長
の

都
市
流
入

を

優
遇
し
て

い

た

の

が
こ

の

ケ
ー

ニ

ヒ

ス

β㈲

し

腰
一

サ

セ

ム
r

転

塘

∵

㌻

-

う

轟
′

J
..
や

や



L
r

`ノ

丁

.

㌦

曳
き

ヂ

j
.

叫

【㌢

.

勺

′

(

望
)

ベ

ル

ク

で

あ
っ

た
｡

だ
か

ら

ケ
ー

ニ

ヒ

ス

ペ

ル

ク

周
辺

に

集
中
し

て

い

た

一

揆
に

際
し

て
､

農
民
が

再
三
こ

の

市
の

ゲ
マ

イ
ン

デ
ヘ

手
紙
を

送
り

密

(

き
)

接
な

連
絡
を

保
っ

て

い

た
の

は

当
然
で

あ

ろ

う
｡

ま

さ

に
一

揆
は

ケ

ー

ユ

ヒ

ス

ペ

ル

ク

に

お

け

る

ラ
ー

ト

と

ゲ
マ

イ
ン

デ
と

の

争
い

と

時
期
を

同
じ

く
し
て

い

た

の

で

あ

る
｡

次
に

ザ
ム

ラ
ン

ド
に

は

ド

イ
ツ

村
落
が

な
い

こ

と

に

も

注
目
し
な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

こ

に

は

主
と

し
て

プ
ロ

イ
セ

ン

自
由
民
が

お

り
､

三

国
烏
法
す
ら

実
質
的
に

は

導

入

さ

れ

て

い

な

か
っ

㍍

ご
不
釆
プ
ロ

イ
セ

ン

自
由
民
は

原

住
プ

ロ

イ
セ

ン

人
の

上

層
部
で

あ
っ

て
､

十
五

世
紀
初
頭
に

は

ド

イ

ツ

領
主
に

匹

敵
す
る

力
を

も
っ

て

い

た
｡

従
っ

て

そ
の

政
治

･

経
済
上

の

地

位
の

悪
化
も

比

較
的
遅
く

､

十
五

世
紀

後
半
以
後
と

考
え

ら
れ

る
｡

そ
の

他
の

比

較
的
不

安
定
な

土

地
を

所
有
し

て

い

る

者
ほ

一

四

九
四

年
の

規
定
で

は
､

逃
亡
し

た

場
合
旧

主
人
の

許
に

強
制
的
に

帰
さ

れ

た
｡

そ

の

う
え

《

曝
台
に

一

方
の

耳
を

釘
づ

け
さ

れ
､

(

5
)

自
分
で

切

り

離
す
よ

う
に

ナ

イ
フ

を

渡
さ

れ

た
》

｡

一

五

〇
三

年
の

規

定

で

は

十
三

日

以

上

怠
け
て

い

る

ゲ

ジ
ン

デ
は

捕
え

ら

れ
､

主
人
は

彼
を

鎖

に
つ

な

ぎ
､

無
給
で
一

年
間
働
か

せ

る
こ

と

が

出
来
た

｡

こ

れ

ら
の

記
録

は
一

五

〇
八
年
頃
迄
に

ケ
ー

ニ

ヒ

ス

ペ

ル

ク

周
辺

の

土

地
の

四

五
パ

ー

セ

ン

ト

以
上

が

荒
廃
し
て

い

た
､

と
い

う
事
夷
の

結
果
な
の

で

あ

る
｡

最
後

に
､

一

五
一

九
年
の

声
e
-

t

e

サ

打

ユ
e

g

に

お
い

て

ザ
ム

ラ

ン

ド

は

被
害
を

受

け

ず
､

激
し
い

戦
禍
を

受
け

た

地

域
で

は
一

揆
の

動
き

が

み

ら

れ

な
い

こ

と

に

も

注
意
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

だ

ろ

う
｡

九
月
三

日
､

ケ

ー

ユ

ヒ

ス

ペ

ル

タ

近

郊
ザ
ム

ラ

ン

ド
､

ナ

タ
ン

ゲ
ン

､

シ

ャ

ー

ケ
ン

の

三

カ

所
で

最
高
時
七

2
八

㌔
心
に

の

ぼ

る

農
民
が

過
度
の

賦
役
徴
収
に
.
抗
し

て

反

領
主

G

ま
払

g
也

き
N

①
H

運
動
に

合
流
し
た

｡

外
側

一

{
冬

j

､

1

山
7

か

ら

そ
の

き
っ

か

け
を

作
っ

た
の

は

言
う
ま

で

も

な

く
､

西

南
ド

イ

ツ
に

お

け

る
一

揆
の

噂
と

ケ
ー

ニ

ヒ

女
ベ

ル

ク

に

お

け

る

ツ
ン

フ

ト

闘
争
と
で

あ
っ

た
｡

三

日
の

真
夜
中

､

カ

イ

メ

ン

村
の

粉
ひ

き

カ

ス

バ

ー

ル

の

指
導

の

下
に

集

結
し

た

農
民
は

ま

ず
カ

イ

メ

ン

城
を

攻

撃
し

､

領
主
リ
ァ

ぺ

を

人

質
と

し
て

ケ
ー

ユ

ヒ

ス

ペ

ル

ク

ヘ

向
っ

た
｡

面
白
い

こ

と

に

最
初

一

揆

(

7
)

を

率
い

て

い

た
の

は
､

い

わ

ゆ
る

都
市
か

ら

の

流
れ

者
な

ど

で

あ
っ

た
･

が
､

二

日

目
に

主
力
は
プ
ロ

イ
セ

ン

自
由
民
に

移
っ

て

い

る
｡

彼
等
は

一

揆
の

煽
動
を

受
け

た

際
ヘ

ル

ツ
オ

ー

ク
の

意
向
を

た

ず
ね

､

そ
の

意
志
に

反
し

て
一

揆
を

起
そ

う
と

は

し

な
か
っ

た
｡

そ

こ

で

指
導
者
は
ヘ

ル

ツ
オ

ー

ク

の

印
璽
を

偽
造
し
て

彼
等
を

納
得
さ

せ

ね
ば

な

ら
な

か

っ

た

寝
で

あ

(

8
)

る
｡

同
じ

頃
シ

ャ

ー

ケ
ン

で

集
結
し
て

い

た
一

都
の

指
導
者
が

ヘ

ル

ツ
オ

ー

タ

の

官
吏
で

あ
っ

た
こ

と

も

同
様
に

興
味

深
い

事

実
で

あ

る
｡

彼
ほ

《

内
野

日
日
e

岩
→

と
し

て

農
民
の

苦
し

み

を

良
く

知
っ

て

い

た

の

で
､

一

揆

を

助
け

る

こ

と

に

よ
っ

て

最
も

よ

く
ヘ

ル

ツ
オ

ー

ク

に

仕
え
る
こ

と

に

な

(

9
)

る
》

と

信
じ

て
い

た
｡

指
導
者
側
が

こ

の

よ

う
に

様
々

で

あ
っ

た

の

と

同

様
､

農
民
の

意
識
も

多
様
で

あ
っ

た
｡

全
体
的
に

は
プ
ロ

イ
セ

ン

自
由
民

が

圧
倒
的
だ
っ

た

が
､

ケ

ー

ユ

ヒ

ス

ペ

ル

ク
の

ゲ
マ

イ
ン

デ
ヘ

の

連
絡
を

受
持
っ

た

農
民
の

一

人
は

､

市
に

着
い

た

時
､

無
知
か

ら

《

知
っ

て

い

る

人
》

と
い

う
用

地
だ

け

で
ヘ

ル

ツ
オ

ー

ク
の

役
人
の

一

人
に

そ
の

手
紙
を

渡
し
て

し

ま
っ

た
｡

こ

う
し
て

ゲ
マ

イ
ン

デ
は

反
抗
の

機
会
を

失
な
い

､

実
質
的
に

は
こ

の

時
に

一

揆
の

結
束
は
つ

い

て

し

ま
っ

て

い

た

の

で

あ

る
｡

し
か

し
一

揆
の

仝
経
過
を

通
じ
て

農
民
の

要
求
は

極
め
て

明
確
で

あ
っ

▲'
⊥

た
｡

金
運

動
の

目

標
は

ゃ
問
勢
力
と

ん

て

の

新
興
貴
族
の

完
全
な

除
去
に

胡





撃
J

-

L

r

斗

斗

ォ

号
J

′

外

∵
､

′

の

状
態
に

あ
る

こ

と

を

知
っ

て

い

た

が

故
に

､

一

揆
の

将
来
に

希
望
を

置

く
こ

と
が

出
来
ず

､

結
果
的
に

は

農
民

に

と
っ

て

も

自
分
に

と
っ

て

も

致

命
的
な

調

停
を

行
な
っ

た
こ

と

を

考
え

る

と
､

プ
ロ

イ
セ

ン

自
由
民
の

無

知
を

ネ

ガ

テ
ィ

ヴ
に

の

み

評
価
す
る

こ

と

は

出
来
な
い

だ

ろ

う
｡

十
二

月
十
日

に

開
か

れ

た

委
員
会
で

三

世

紀
に

わ

た

る

農

民
の

《

自

由
》

は

先
な
わ

れ

た
｡

何
故
な

ら

植
民
以

来
彼
等
の

権
利
を

保
障
し

て

い

た
ハ

ン

ド
フ

ェ

ス

テ

が

こ

の

時
に

す
べ

て

破
棄
さ

れ
､

一

五

二

七

年
以

後

新
し

く

出
さ
れ

た
ハ

ン

ド

フ

ェ

ス

テ

で

は

賦
役
に

つ

い

て

曖
昧
な

規
定
が

加
え

ら

れ

て

い

る

か

ら
で

駁

撃
一

五

二

五

年
の

一

揆
で

､

農
民

は
ま

さ

に

こ

の

古
い

ハ

ン

ド
フ

ェ

ス

テ
の

為
に

成
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

す
で

に

十

五

世
紀
初
頭
以

来
基
礎
の

弱
い

農
民
の

地

位
は

悪
化
し
て

い

た

が
､

こ

の

年
に

は
こ

れ

が

富
農
層
を

も

巻
き

込
み

､

ハ

ン

ド
フ

ェ

ス

テ
の

更
新
に

よ

っ

て
一

五
二

五

年
は

プ
ロ

イ
セ

ン

史
に

お

け

る
一

つ

の

エ

ポ
ッ

へ

を
な

し

.て
い

る
｡

し
か

し
こ

れ

が

最
終
的
段
階
な

の

で

は

な
い

｡

以

後
も

一

揆
は

一

(

17

)

続
い

て

起
り

､

貞
民
の

抵
抗
は

あ
と

を

断
っ

て

小

な
い

｡

グ
ー

ツ
ヘ

ル

シ

ヤ

㌢

ト

の

形
成
を

農
民
の

側
か

ら

と

ら

え
る

に

は
､

こ

れ

ら
の

一

揆
を

も

積
極
的
に

評
価
す
る

通
が

開
か

れ

て

然

そ
へ

き
で

は

な
い

だ

ろ

う
か

｡
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